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	（職員）
	第二条の二　［略］
	２　令第二条第二項第三号に規定する主務省令で定める規定は、次に掲げる規定とする。
	［削る］
	［削る］
	一～三　［略］
	四　地方公務員法の一部を改正する法律（令和三年法律第六十三号）附則第四条第一項若しくは［新設］
	第二項又は附則第五条第一項から第四項まで
	（整理退職の場合の一時金の決定の請求）
	第百二十九条　法第九十二条第一項に規定する一時金について、法第四十二条第一項の規定による第百二十九条　［同上］
	決定を受けようとする者は、次に掲げる事項を記載した請求書を組合に提出しなければならない。
	［一～三　略］
	四　地方公務員法（昭和二十五年法律第二百六十一号）第二十八条第一項第四号の規定による免四　地方公務員法第二十八条第一項第四号の規定による免職の処分又はこれに相当する処分を受
	職の処分又はこれに相当する処分を受けて退職した者に該当する旨
	［五・六　略］
	［２・３　略］［２・３　同上］
	（組合役職員等の範囲）
	第百七十九条　［略］
	２　前項の規定により職員に準ずるものとして主務省令で定めるものに含まないものとされる者は、２　［同上］
	臨時に使用される者のうち、次に掲げる者（二月以内の期間を定めて使用される者であつて主務
	大臣が定めるものに限る。）とする。
	［一　略］
	二　地方公務員法第二十六条の六第七項又は地方公務員の育児休業等に関する法律（平成三年法二　地方公務員法第二十六条の六第七項又は地方公務員の育児休業等に関する法律第六条第一項
	律第百十号）第六条第一項の規定により常時勤務を要する職に臨時的に任用された者に相当すの規定により常時勤務を要する職に臨時的に任用された者に相当する者
	る者
	［三　略］
	［３・４　略］［３・４　同上］
	（国の職員の取扱い）
	第百七十九条の六　令第四十二条第二項第三号に規定する主務省令で定める規定は、次に掲げる規第百七十九条の六　［同上］
	定とする。
	［一　略］
	［削る］
	二・三　［略］

